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表 1 2011-13年における中国のスマートフォン出荷台数（単位：百万台） 
順位 会社 2011 2012 2013上半期 2013予測 
1 華為 19 33 22 48 
2 聯想 4 32 20 48 
3 中興 13 30 18 40 
4 酷派 7 20 17 38 
5 小米 0.6 7 7 19 
6 TCL 1.4 6.5 5 18 
7 金立  10 7 17 
8 天語  10 8 16 
9 OPPO  7 6 13 
10 BBK  4.5 5 13 
トップ 10合計  45 160 115 270 
その他中国メーカー  5 60 70 140 
中国メーカー合計  50 220 185 410 
注：内販と輸出のデータの双方を含む。2Gスマートフォンのデータを含む。 
出所：潘九堂氏のミニブログ（元出所は赛諾/華強電子産業研究所 2013年 7月推計） 
 
















































































手法を導入した際、わずか 3時間で 10万台の売上を達成した。そして、2012年 4月 6日の米粉






案しているためである。これまで、少なくとも 70 万人の米粉が MIUI に修正意見を出しており、
MIUIの更新は週に 1回のペースで行われている（Android自体は、3－5カ月に 1回）。 
 http://www.ide.go.jp 
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携帯電話のロック解除の事例を紹介しておこう。通常のスマートフォンの場合、左から右へ指
を滑らせることでロックを解除するのが一般的である。しかし、MIUIは、ファンの意見を受け入
れることで数百に上る解除方法を考案した。例えば、トランスフォーマのファンなら、同テーマ
のロック解除方法を選ぶことができる。トランスフォーマのお腹を指し、その後手足の方向へ指
を滑らせるだけでロックが解除される。このようなファンによる改善提案は 100項目にも上る。 
さらに米粉のなかには、「栄誉開発組（『栄組児』と略す）」と呼ばれる最高レベルのファンが
いる。この人々には、未公開の MIUI の開発に対しても提案したり、新規バージョンを廃案にし
たりすることが可能だ。極秘バージョンとされるMIUIV5の開発には、10名の「栄組児」が参加
したが、小米との厚い信頼関係から開発秘密を厳守し、技術情報の漏えいは一切なかった。 
第五に、小米は MIUI の開発時以外でも米粉の要望に真剣に耳を傾け、なるべく最高のユーザー
体験を達成しようとしている。 
この点は、小米携帯の独特の受信制限機能に象徴的に表れている。一般の携帯電話の場合、特
定の個人からの受信を拒否するために、個々人ごとに設定をしなければならない。しかし、小米
はある政府幹部の意見を受け入れ、よりユーザーにやさしい設定方法を開発した。具体的に、昼
間にはすべての着信、退勤から就寝までの間は名簿に載った電話番号（つまり知り合い）からの
着信、夜間にはごく一部の重要な電話番号からの着信のみ受信できるように、受信制限機能を工
夫した。 
米粉たちの意見を幅広く受け入れるために、小米はユーザーへのフィードバックを徹底し
ている。小米フォーラムには一日当たり 12万件の新規投稿があるが、うち実質的な内容があ
る投稿は 8000件に上る。小米のエンジニアは一人当たり 150件の投稿に回答しなければなら
ない。すべての投稿に関して、収録済み、解決済み、検証済みといった進捗状況が明記され
ている。フォーラムのユーザーは自身のアドバイスがどの IDのエンジニアによってどこまで
対処してもらえたのかが明確に把握できるため、自分が重視されているという満足感が十分
に得られる。ミニブログに関しても、小米社ではフォロワーの意見に対して、15分以内に対
応するというルールが確立している。創業者の雷軍本人も、毎日必ず 1 時間をかけてミニブ
ログでフォロワー対応を行っている。 
 
